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三み

角す
み

西に
し（

旧
き
ゅ
う

）
港こ

う

は
、
明

治
政
府
が
国
費
を
投
じ
て

建
設
し
た
港
で
、
明
治
20

年（
１
８
８
７
）
に
開
港
し

ま
し
た
。
宮
城
県
の
野の

蒜び
る

築ち
く

港
や
福
井
県
の
三み

国く
に

港
と
並

び
、
明
治
三
大
築
港
の
一
つ

で
あ
り
、
我
が
国
最
初
の
本

格
的
近
代
港
湾
施
設
で
す
。

史
跡
韮
山
反
射
炉
の
傍

か
た
わ

ら

に
は
『
韮
山
古
川
』
が

流
れ
て
い
ま
す
。
反
射
炉
の
操

業
当
時
、
こ
の
川
か
ら
箱は

こ

樋ひ

で

水
を
引
き
込
み
、
大
砲
の
砲
身

を
く
り
抜
く
錐す

い

台だ
い

の
動
力
と
な

る
水
車
を
回
し
て
い
ま
し
た
。

製
砲
工
場
で
あ
る
反
射
炉
に

と
っ
て
、
川
は
必
要
不
可
欠
な

存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
一

方
で
、
大
雨
が
降
っ
た
時
な
ど

は
水
か
さ
が
増
し
、
水
害
を
も

た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
安
政
６
年

（
１
８
５
９
）７
月
24
日
夜
か

ら
25
日
未
明
に
か
け
て
の
暴
風

雨
に
よ
る
洪
水
で
は
、
韮
山
古

川
側
に
あ
る
箱
樋
や
竹た

け

矢や

来ら
い

・

木
戸
が
流
失
、
錐
台
小
屋
と
水

　

港
の
設
計
は
、
内
務
省
派
遣

の
オ
ラ
ン
ダ
人
水
理
工
師
ム

ル
ド
ル
が
行
い
ま
し
た
。
ム
ル

ド
ル
は
将
来
的
な
港
の
土
地
利

用
も
想
定
し
て
、
埠ふ

頭と
う

だ
け
で

は
な
く
背
後
地
の
道
路
や
水
路

の
設
計
も
行
っ
て
い
ま
す
。
設

計
さ
れ
た
道
路
や
水
路
は
、
当

時
の
日
本
の
基
準
を
は
る
か
に

超
え
る
ス
ケ
ー
ル
で
描
か
れ

て
お
り
、
三
角
西（
旧
）
港
を

横
断
す
る
現
在
の
国
道
57
号

は
、
築
港
当
時
の
ま
ま
の
道

路
幅
で
、
現
在
も
熊
本
〜
天

草
間
を
結
ぶ
主
要
幹
線
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
港
の
建
設
は
、
長

崎
の
大お

お

浦う
ら

天て
ん

主し
ゅ

堂ど
う

や
旧
グ
ラ

バ
ー
住
宅
の
建
設
に
携
わ
っ

た
天
草
石
工
が
行
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
熊
本

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的

な
石
工
技
術
を
遺い

憾か
ん

な
く
発
揮

し
、
ム
ル
ド
ル
が
設
計
し
た
西

欧
的
な
近
代
港
湾
施
設
を
造
り

上
げ
ま
し
た
。

　

三
池
港
が
開
港
す
る
ま
で
の

一
時
期（
主
に
明
治
23
年
〜
34

年
）、三
角
西（
旧
）港
は
長
崎
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ス
マ
ホ
は

こ
こ
数
年
で

一
気
に
多
く

の
人
が
利
用

す
る
よ
う
に

な
り
ま
し

た
。
従
来
の

携
帯
電
話
と

異
な
り
、
ス

マ
ホ
は
い
わ

ば
小
さ
な
パ

ソ
コ
ン
で

す
。
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
自
分
が
使
い
や
す
い
ス
マ

ホ
へ
作
り
変
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
無
料
だ
と
表
示

の
あ
っ
た
ア
ダ
ル
ト
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
と
こ
ろ
、
電
話

番
号
は
知
ら
せ
て
い
な
い
の
に
、

高
額
の
利
用
料
金
の
請
求
電
話
が

ス
マ
ホ
に
か
か
っ
て
き
た
と
い
う

よ
う
な
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
際
し
て
『
ア
ク
セ
ス

「
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
注
意
を
！
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 
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光
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地
域
づ
く
り
推
進
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

車
が
半
壊
す
る
と
い
う
被
害
が
出

て
い
ま
す（（
公
財
）江
川
文
庫
蔵

『
反
射
炉
御お

取と
り

建た
て

中
ち
ゅ
う

日
記
』
に
よ

る
）。
反
射
炉
本
体
に
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
操
業
可
能

な
状
態
ま
で
復
旧
す
る
に
は
、
か

な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

伊
豆
の
国
市
役
所
に
残
る
、
韮

山
村
時
代
の
『
韮
山
反
射
炉
関
係

書
類
』
と
い
う
綴

つ
づ
り

に
は
、
明
治
41

年
（
１
９
０
８
）
以
降
に
起
き
た

反
射
炉
で
の
水
害
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
正
３
年（
１
９
１
４
）

８
月
30
日
に
発
生
し
た
洪
水
で

は
、
反
射
炉
の
敷
地
に
接
し
て
い

る
川
岸
の
土ど

堤て
い

が
長
さ
12
間け

ん

（
約

22
ｍ
）・
幅
６
尺
（
約
1.8
ｍ
）
に

わ
た
っ
て
崩
落
。
正
門
西
側
の
石

垣
が
長
さ
15
間
（
約
27
ｍ
）・
幅

８
尺
（
約
2.4
ｍ
）
に
わ
た
っ
て
崩

れ
、
正
門
の
門
柱
も
１
本
流
失
し

ま
し
た
。

　

当
時
、
反
射
炉
を
管
轄
し
て
い

た
の
は
陸
軍
省
で
あ
り
、
直
接
の

担
当
部
署
は
愛
知
県
豊
橋
市
に
置

か
れ
て
い
た
陸
軍
第
十
五
師
団
で

し
た
。
９
月
２
日
、
韮
山
村
は
第

十
五
師
団
経
理
部
に
被
害
状
況
を

報
告
。
こ
れ
を
受
け
て
、
12
月
上

旬
と
翌
大
正
４
年
３
月
上
旬
の
２

回
に
分
け
て
、
修
理
工
事
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
修
理
工
事
は
、

韮
山
村
が
発
注
し
、そ
の
費
用（
総

額
２
１
４
円
64
銭
）
を
陸
軍
省
に

請
求
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
韮
山
反
射
炉
は

ま
だ
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
で
あ
る
韮

山
村
が
一
種
の
管
理
者
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
反
射
炉
は
幾
度
か

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
石
垣
や
土
塁

が
崩
壊
し
た
り
、
池
が
土
砂
で
埋

ま
っ
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
復
旧

工
事
が
施
さ
れ
、
荒
廃
す
る
こ
と

な
く
後
世
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
今
日
、
わ
た
し
た
ち
が

目
に
し
て
い
る
史
跡
韮
山
反
射
炉

の
姿
は
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の

地
道
な
仕
事
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

き
た
の
で
す
。

その 104

韮山反射炉と水害

許
可
』
と
し

て
、
自
身
の
電

話
番
号
、
電
話

帳
の
情
報
な
ど

を
ア
プ
リ
提
供

事
業
者
に
提
供

す
る
こ
と
を
許

可
し
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
で

す
。
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

前
に
ど
の
よ
う

な
情
報
に
つ
き
、『
ア
ク
セ
ス

許
可
』
が
求
め
ら
れ
る
の
か
表

示
が
さ
れ
ま
す
。
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
に
際
し
て
は
少
な

く
と
も
『
ア
ク
セ
ス
許
可
』
画

面
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
無
料
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
問
題
が

な
い
か
慎
重
に
検
討
し
た
う
え

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

あぶないよ　急な飛び出し　事故のもと
丸濱音

おと

葉
は

（韮山小）　

安全に　ルール守って　事故ゼロに
池谷卓

たく

馬
ま

（大仁小）　

だいじょうぶ？　そのスピードで　
　止まれます？　　渡辺小

こ

町
まち

（長岡南小）　

当時の姿を今に留める三角西（旧）港

便
利
な
も
の
で
も
使
い
方
次
第
で

災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
…

韮山村時代の綴
韮山反射炉関係書類

142014.2.115 2014.2.1

自転車の通行ルールが変わりました。
（道路交通法一部改正　平成 25 年 12 月１日施行）
自転車が道路右側の路側帯を通行することが禁止
になりました。
※路側帯とは…
歩行者の通行のため、歩道のない道路の路端寄りに設
けられた帯状の部分

【自転車ルール改正】

　改正前は、自転車などの軽車両は、歩道がない道路
の左側にある路側帯と、右側にある路側帯のどちらも
通行することができました。改正後は、左側の路側帯
しか通行できません。
　路側帯を通行する場合は、歩行者の通行を妨げない
よう走行しましょう。
自転車のルールとマナーを守って、安全に走りましょう！

右側にある路側帯を
通行すると… 3 カ月以下の懲役

または
5万円以下の罰金！

てつざえもん
塗り絵展示

2 月はのぞみ幼稚園の
年長さんが塗ってくれた
作品を反射炉受付所で展
示しています。
2月28日（金）まで

県
の
口く

ち

之の

津つ

港
と
と
も
に
三

池
炭
鉱
の
石
炭
を
海
外
に
輸

出
す
る
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
32
年

（
１
８
９
９
）
に
鉄
道
が
現

在
の
三
角
東
港
で
終
点
と
な

る
と
、
三
角
西（
旧
）
港
ま

で
は
延
伸
さ
れ
ず
、
次
第
に

国
の
重
要
港
と
し
て
の
役
割

は
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
が
功
を
奏
し
、
石
積
み
埠

頭
を
は
じ
め
当
時
の
施
設
が

ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
で
残
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
唯
一
現
存
す
る
明

治
期
の
港
、
三
角
西（
旧
）港

に
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

えっ？


